
外国語授業実践フォーラム第15回会合 
研究集会 

〈すべての学習者〉の学びを保障するために 
我々は何を変えるべきか

10:00～10:35 受付 
10:30～11:00 趣旨説明 

11:00～12:30【講演】「スマート・インクルージョンという発想」―インクルー
シブ教育が日本を変える！／竹村和浩（ビジネスブレークスルー大学） 

12:40～13:30 昼休み 

13:30～15:00 【講演】特別支援からユニバーサルデザインへ―英語教育で目指し
たいこと／村上加代子（神戸山手短期大学） 

15:10～16:40 座談会／ディスカッション（村上加代子、古屋憲章、松田真希子、
住田環、田原憲和、中川正臣） 

16:40～17:00 事務連絡・閉会の挨拶 
17:30～18:30 お茶会（懇親、情報交換）

言語教育の現場では、様々
な背景を持つ学習者とかか
わる機会が増えてきていま
す。 

私たち言語教育関係者は、
〈すべての学習者〉に対し、
どのように向き合い、いか
なる教育実践を目指してい
くべきか。また、そのため
に現状の何を変えていくべ
きでしょうか。

日時：2018年3月31日（土） 
場所：関西大学千里山キャンパス岩崎記念館F401 
会合参加費：1500円（資料代含む） 
参加者：すべての言語教育関係者（家庭教育、学校教
育、大学教育、生涯教育など）に開かれています。
外国語授業実践フォーラムの会員でなくても参加
できます。外国語授業実践フォーラム2017年度会費を払われた方
は資料代500円のみいただきます。 

定員：70名（事前申し込みをお願いします） 
お茶会の費用：参加希望者は別途500円が必要です。

会場の都合で事前の申込をお願いしております 
お子様等の同伴を希望されるかたは下記よりご相談ください 
詳細・申込・連絡は http://incl4lang.html.xdomain.jp



講演者紹介

今回は、インクルーシブ教育とユニバーサルデザインの制度面について詳しい竹村和浩
先生（ビジネスブレークスルー大学、ユニバーサル・エデュケーション代表取締役）と英
語教育におけるユニバーサルデザインの実践を進める村上加代子先生（神戸山手短期大
学、英語教育ユニバーサルデザイン研究会代表）をお招きし、参加者の皆さまとこれか
らの言語教育実践について議論したいと思います。

講演要旨

「スマート・インクルージョンという発想」―インクルーシブ教育が日本を変える！
竹村和浩（ビジネスブレークスルー大学）

世界の潮流である「インクルージョン」という考え方は今だ日本では普及していませ
ん。インクルージョンとは何か？今、インクルージョンをテクノロジーの助けを借りて実
現しようという試みが、日本でも始まっています。それが「スマート・インクルージョ
ン」という考え方です。今回は、教育の現場のみならず、インクルージョンとは何か？障
害と何か、という大きなくくりから、障害と社会との関係性について、具体的に解説、
お話しさせていただきたいと思います。「存在が世界を与える」「この子らを世の光
に」という2つの言葉の意味を今一度味わって頂きたいと思います。障害の社会的役割に
ついてもお話しできたらと思います。

特別支援からユニバーサルデザインへ―英語教育で目指したいこと
村上加代子（神戸山手短期大学）

講演では、英語教育において“エクスクルーシブ（排除の）”状態にある生徒にまず焦点
をあてて、どのような傾向のある児童生徒が英語学習に躓いているのか、躓きやすいの
かについての理解を深めるため英語圏のディスレクシアと、かつて議論となった外国語
学習障害（FLLD）について紹介します。さらに英語圏における読み指導法をめぐる
Reading War（「読み戦争」）から、現在の読み書き指導カリキュラムまでの変遷につ
いて簡単に触れ、どのような工夫をすればより多くの子どもたちが学びやすくなるの
か、現在のカリキュラムには何が不足しているのかなど、日本の児童生徒の躓き回避に
向けた検討を一緒にできればと考えています。一つの正解はないことから、様々な可能
性について考える機会になればと思います。


